


「山田町長さん、本当にご苦労様でした」。9 月 4 日(木)、
5 日(金)と紀州南部ロイヤルホテルで行われた「元気！ふ
れあい長寿の集い」で、一足早く、伊藤武好・町長寿ク
ラブ会長からねぎらいの花束が贈られました。
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　「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
共
助

の
た
め
に
。

　
９
月
７
日(

日)
、
晴
天
の
朝
、
町

は
第
４
回
町
内
一
斉
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
昨
年
よ
り
若
干
少
な

い
４
７
９
０
人
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た(

第
１
回
は

４
３
１
９
人
、
第
２
回
は
５
１
５

３
人
、
第
３
回
は
４
８
４
２
人)

。

町
内
各
区
の
平
均
参
加
率
は
約

33
％
で
、
中
で
も
気
佐
藤
区
は
60

％
、
清
川
・
名
之
内
区
は
66
％
と

高
い
参
加
率
で
し
た
。

　
参
加
者
の
内
訳
は
、
成
人
男
性

１
９
０
７
人
、
成
人
女
性
２
１
９

３
人
、
高
校
生
以
下
の
児
童
生
徒

６
９
０
人
で
す
。

　
当
日
の
訓
練
は
そ
れ
ぞ
れ
の

避
難
場
所
へ
の
参
集
が
主
で
し

た
。
ま
た
、
参
集
訓
練
の
後
、
数

多
く
の
区
が
日
高
広
域
消
防
本

部
の
応
援
を
得
る
な
ど
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り

で
す
。

　
▼
堺
＝
炊
き
出
し
訓
練
、
▼
埴

田
＝
起
震
車
体
験
、
▼
片
町
＝
心

肺
蘇
生
法
＆
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
講
習
、

▼
新
町
＝
防
災
ビ
デ
オ
勉
強
会
、

▼
北
道
＝
消
火
器
の
使
用
訓
練
、

▼
南
道
＝
防
災
ビ
デ
オ
勉
強
会
、

▼
芝
＝
炊
き
出
し
訓
練
、
▼
芝
崎

＝
初
期
消
火
訓
練
、
▼
気
佐
藤
＝

負
傷
者
の
救
護
訓
練
・
炊
き
出
し

訓
練
・
１
１
９
番
通
報
講
習
、
▼

千
鹿
浦
＝
初
期
消
火
訓
練
、
▼
山

内
＝
炊
き
出
し
訓
練
・
１
１
９
番

通
報
講
習
、
▼
谷
口
＝
初
期
消
火

訓
練
、
▼
徳
蔵
＝
初
期
消
火
訓

練
、
▼
熊
岡
＝
初
期
消
火
訓
練
、

▼
西
本
庄
＝
炊
き
出
し
訓
練
・
避

難
誘
導
訓
練
、
▼
熊
瀬
川
＝
初
期

消
火
訓
練
、
▼
高
野
＝
初
期
消
火

訓
練
、
▼
市
井
川
＝
消
火
器
の
使

用
訓
練
、
▼
東
神
野
川
＝
初
期
消

火
訓
練
、
▼
清
川
＝
初
期
消
火
訓

練
「こわっ、揺れる！」。埴田区の起震車体験

お
味
噌
汁
も
作
り
ま
し
た
。

堺
区
の
炊
き
出
し
訓
練

ご
飯
は
釜
で
炊
き
ま
し
た
。

芝
区
の
炊
き
出
し
訓
練

「
早
く
け
が
人
を
助
け
な

き
ゃ
」。気
佐
藤
区
の
負
傷

者
の
救
護
訓
練

「大丈夫ですか」。片町区の心肺蘇生法＆ＡＥＤ使用講習会

「
梅
お
に
ぎ
り
、
お
い
し
い
ね
」。

西
本
庄
区
の
炊
き
出
し
訓
練
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７
月
初
め
、
町
は
内
閣
府
か

ら
「
紀
州
み
な
べ
梅
酒
特
区
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
区
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
本
来
、
年
間
６
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル(

６
０
０
０
リ
ッ
ト
ル)

で

あ
る
酒
類
製
造
免
許
に
か
か
る

最
低
製
造
数
量
基
準
が
１
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル(

１
０
０
０
リ
ッ
ト

ル)
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
町
内
で
み
な
べ
の
梅

を
原
料
と
し
た
梅
酒
を
製
造
す

る
場
合
、
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か

ら
製
造
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
製
造
、
販
売
す
る
に

は
酒
類
製
造
免
許
の
取
得
や
食

品
衛
生
責
任
者
の
設
置
な
ど
が

必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
町
は
８
月
26
日

(

火)

、
梅
酒
製
造
に
関
心
の
あ
る

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
大
阪
国
税

局
と
田
辺
保
健
所
に
よ
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
予
想
を
大
幅
に
上
回

る
１
０
６
人(

組)

も
の
梅
生
産

者
、
梅
加
工
業
者
、
飲
食
店
関
係

者
が
参
加
し
て
く
れ
、
梅
酒
製
造

へ
の
関
心
の
高
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
山
田
町
長
が

「
町
は
梅
酒
特
区
の
認
定
を
国
に

働
き
か
け
、
日
本
一
の
梅
産
地
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
の
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
後

は
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
を
い
か
に
生

か
し
て
く
れ
る
か
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
大
変
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
梅
酒
を
第
３
の
梅

ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
御
坊
税
務
署
長
の
あ

い
さ
つ
、
う
め
課
に
よ
る
梅
酒
特

区
の
説
明
の
後
、
大
阪
国
税
局
課

税
第
２
部
酒
税
課
主
査
、
柘
植
真

一
さ
ん
か
ら
「
酒
類
製
造
免
許
申

請
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
」、

田
辺
保
健
所
環
境
衛
生
課
主
任
、

青
木
一
人
さ
ん
か
ら
「
酒
類
製
造

免
許
申
請
に
あ
た
っ
て
の
営
業

施
設
な
ど
に
つ
い
て
」
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
に
参
加
し
た
梅
農
家
、

月
向
雅
彦
さ
ん(

晩
稲)

と
、
梅

加
工
業
、
細
川
庄
三
さ
ん(

同)

に
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
が
全
国
に
た

く
さ
ん
で
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
梅
酒
特
区
も
み
な
べ
や
徳
島

県
吉
野
川
市
の
他
に
で
き
て
く

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
確
立
で
き
る
の
は

み
な
べ
が
一
番
だ
。

　
最
低
製
造
数
量
基
準
が
６
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
の
ま
ま
だ
と
、
と
て

も
作
る
気
な
ど
起
こ
ら
な
い
が
、

１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
な
ら
、
作
っ
て

み
よ
う
か
な
、
作
れ
る
ぞ
！
と
い

う
気
に
な
る
。

　
た
だ
、
製
造
し
て
も
自
分
な
り

の
味
を
軌
道
に
の
せ
る
ま
で
５

〜
６
年
は
か
か
る
と
思
う
し
、
一

農
家
で
販
路
を
開
拓
し
て
い
く

の
も
大
変
な
こ
と
だ
。

　
そ
れ
に
、
製
造
免
許
を
も
ら

う
の
に
申
請
し
て
か
ら
４
か
月

か
か
る
と
い
う
の
は
少
し
ネ
ッ

ク
だ
な
と
思
う
。

　
今
ま
で
せ
い
ぜ
い
何
リ
ッ
ト

ル
か
し
か
作
っ
た
こ
と
が
な
い

人
た
ち
が
い
き
な
り
１
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
も
作
ろ
う
と
い
う
の

だ
か
ら
、
町
な
り
が
世
話
を
し

て
、
基
礎
的
な
梅
酒
製
造
の
技

術
講
習
会
を
開
い
て
く
れ
れ
ば

う
れ
し
い
。

　
今
、
梅
農
家
や
加
工
業
者
な

ど
10
人
く
ら
い
で
、
東
本
庄
の

永
井
恒
雄
さ
ん
が
開
い
て
い
る

サ
ロ
ン
・
ド
・
ヌ
イ
に
月
１
〜
２

回
集
ま
っ
て
、
梅
酒
を
楽
し
む

会
を
開
い
て
い
る
。
梅
酒
、
そ
れ

と
つ
ま
み
と
マ
イ
グ
ラ
ス
も
持

ち
寄
っ
て
、
梅
酒
に
つ
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
っ

て
話
題
は
つ
き
な
い
。
興
味
が

わ
い
て
き
た
、
一
度
参
加
し
て

み
た
い
と
い
う
方
は
私
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。（
月
向
さ
ん

の
連
絡
先
は
℡
74-

２
４
５
３
）」

　「
現
在
も
お
客
様
か
ら
の
梅
酒

の
問
い
合
わ
せ
は
多
い
の
で
、
製

造
免
許
の
取
得
を
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
初
め
は
梅
干
な
ど
他
の
商

品
の
売
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
梅
酒
を

使
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
当
分
は
梅
酒
単
独
で
収
益
を

上
げ
る
の
は
難
し
い
。
収
益
を
あ

げ
る
た
め
に
は
、
大
き
な
梅
酒

メ
ー
カ
ー
の
流
通
の
隙
間
を

ぬ
っ
て
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

地
元
の
宿
泊
飲
食
施
設
に
置
か

せ
て
も
ら
う
と
か
、
通
販
で
売
る

ル
ー
ト
を
開
拓
す
る
と
か
、
い
ろ

い
ろ
売
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

製
造
方
法
や
販
売
方
法
な
ど

の
事
業
計
画
を
た
て
ま
す
。

製
造
の
た
め
に
必
要
な
施
設

や
機
械
設
備
な
ど
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

①※ ⑤ ④ ③ ② 　
酒
類
製
造
免
許
が
付
与
さ
れ

る
ま
で
の
流
れ
は
お
お
む
ね
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

製
造
免
許
申
請
書
と
添
付
書

類
を
御
坊
税
務
署
へ
提
出
し

ま
す
。

申
請
を
受
け
税
務
署
と
国
税

局
が
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
製
造
免
許
の

付
与
が
認
め
ら
れ
た
申
請
者

は
、
15
万
円(

１
件)
の
登
録

免
許
税
を
納
付
し
ま
す
。

国
税
局
か
ら
製
造
免
許
が
付

与
さ
れ
ま
す
。

申
請
か
ら
製
造
免
許
が
付
与

さ
れ
る
ま
で
の
期
間
は
約
４

か
月
で
す
。

　
製
造
に
あ
た
っ
て
食
品

衛
生
責
任
者
の
設
置
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
品
衛
生
責
任
者
は
田
辺

保
健
所
で
講
習
を
受
け
れ

ば
取
得
で
き
ま
す(

講
習
会

は
年
３
回
開
催)

。

　
ま
た
、
田
辺
保
健
所
か
ら

酒
類
製
造
業
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す(

手

数
料
１
万
６
０
０
０
円)

。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
酒

類
製
造
免
許
が
付
与
さ
れ

る
ま
で
の
流
れ
と
同
時
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

酒
類
製
造
免
許
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、和
歌
山
税
務
署(

酒
類

業
調
査
官
派
遣
先
税
務
署
、
℡
０

７
３-

４
２
４-

２
１
３
１)

へ
。

酒
類
製
造
業
の
許
可
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
保
健
所
衛

生
環
境
課(

℡
22-

１
２
０
０)

へ
。

梅
酒
特
区
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
う
め
課(

℡
74-

３
２

７
６)

へ
。

▼▼ 　
そ
れ
に
、
毎
年
１
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
、
０
・
９
リ
ッ
ト
ル(

５
合)

ビ
ン
な
ら
約
１
３
２
０
本
の
梅

酒
を
売
り
切
る
の
は
大
変
だ
。

一
歩
ふ
み
込
ん
で
、
１
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
を
売
り
切
る
ま
で
２

〜
３
年
製
造
を
休
ん
で
も
よ
い

よ
う
に
改
正
し
て
く
れ
な
い
か

な
と
思
う
。

　
観
梅
シ
ー
ズ
ン
に
、
あ
ち
こ

ち
の
売
店
で
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
た

梅
酒
を
試
飲
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
楽
し
い
。
将
来
は
、
梅

酒
が
飲
め
る
所
が
町
の
海
岸
線

か
ら
清
川
あ
た
り
ま
で
何
か
所

も
で
き
て
、
梅
酒
街
道
の
よ
う
に

な
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
と
思
う
」

梅酒特区認定に伴い、役場第１庁舎の会議室で開催した国税局＆保健所の説明会に、
用意した席や資料がすぐに足らなくなるほど大勢の皆さんが参加してくれ、熱心に聴
き入っていました。

月
向
雅
彦
さ
ん

細
川
庄
三
さ
ん

※
税
務
署
へ
の
酒
類
製
造
免
許
申

請
書
や
田
辺
保
健
所
へ
の
酒
類

製
造
業
の
許
可
申
請
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
な
べ

町
商
工
会(

℡
72-

３
２
２
５)

で
も
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

▼
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一
般
会
計
と
、
次
の
９
特
別
会

計
の
平
成
19
年
度
歳
入
歳
出
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し

い
内
容
は
広
報
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
特
別
会
計
　
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
、
鶴
の
湯
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
水
道

事
業

●
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
２
７
万
円
を
増
額

し
、
総
額
１
億
５
９
４
８
万
７
千

円
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付
金
４

０
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
２
６
６

万
６
千
円
な
ど
で
す
。
歳
出
は
医

療
諸
費
８
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
３
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
０
万
円
を
増

額
し
、
総
額
１
億
７
４
４
８
万
７

千
円
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付
金
７

５
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
５
０
０

万
円
な
ど
で
す
。
歳
出
は
医
療
諸

費
で
す
。

〔
※
平
成
20
年
度
老
人
保
健
特
別

会
計
は
、
75
歳
以
上
の
方
に
か
か

る
平
成
20
年
３
月
診
療
分
と
高

額
医
療
関
係
の
遅
延
請
求
分
な

ど
を
支
払
う
た
め
の
会
計
で
す
。

こ
の
２
補
正
は
遅
延
請
求
分
が

想
定
し
た
以
上
に
出
て
き
た
た

め
に
組
ん
だ
も
の
で
、
緊
急
を
要

し
た
た
め
、
町
長
の
権
限
で
決
定

さ
れ
た
専
決
処
分
で
す
〕

■
花
卉
生
産
施
設
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
花
卉
生
産
施
設(

気
佐
藤)

は

施
設
の
利
用
者
が
撤
退
し
た
た

め
閉
鎖
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
条

例
を
廃
止
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
土
地
売
買
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
閉
鎖
す
る
花
卉
生
産
施
設
の

用
地
１
万
６
３
３
４
平
方
メ
ー

ト
ル
を
、
施
設
に
隣
接
す
る
南
部

生
コ
ン
工
業(

株)

に
１
億
円
で

売
却
し
、
同
社
と
売
買
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

■
国
民
宿
舎
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
町
は
、(

財)

み
な
べ
町
開
発
公

社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
国
民

宿
舎
の
経
営
管
理
を
委
託
し
て

い
ま
す
。
そ
の
委
託
期
間
を
３
年

か
ら
５
年
に
変
更
す
る
、
ま
た
宿

泊
料
金
、
入
浴
料
金
ほ
か
の
最
高

限
度
額
を
見
直
す
な
ど
、
条
例
を

改
正
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
　

■
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
４
７
９
万
４

千
円
を
増
額
し
、
総
額
86
億
５
２

４
５
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
１
０
６

１
万
８
千
円
、
基
金
繰
入
金
１
億

９
７
万
５
千
円
、
前
年
度
繰
越
金

７
０
４
５
万
９
千
円
、
町
債
６
１

６
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
主
な
歳
出
は
、
左
ペ
ー
ジ
上
の

表
の
通
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
５
３
万
７
千
円
を

増
額
し
、
総
額
18
億
９
８
９
１
万

２
千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
療
養
給
付
費
等
交
付

金
４
５
２
万
６
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
、
高
額
療
養
費
４
５
２

万
６
千
円
な
ど
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
４
８
万
６
千
円
を

増
額
し
、
総
額
10
億
３
５
８
４
万

円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
74

万
２
千
円
、
前
年
度
繰
越
金
２
７

４
万
４
千
円
で
す
。

　
歳
出
は
、
平
成
19
年
度
国
県
等

精
算
返
還
金
２
７
４
万
４
千
円

な
ど
で
す
。

■
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
１
９
万
９
千
円
を

増
額
し
、
総
額
１
７
４
８
万
６
千

円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
歳
入
は
、
貸
付
金
元
利
収
入
１

３
７
万
１
千
円
、
前
年
度
繰
越
金

２
８
２
万
８
千
円
で
す
。

　
歳
出
は
町
債
の
繰
上
償
還(

返

済)

で
す
。

■
鶴
の
湯
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
１
７
万
円
を
増
額

し
、
総
額
７
０
４
６
万
３
千
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
す
。

　
歳
出
は
事
業
費
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
１
号)

　
歳
入
の
町
債
を
３
０
２
０
万

円
減
額
し
、
国
庫
支
出
金
や
一
般

会
計
繰
入
金
な
ど
を
合
計
３
０

２
０
万
円
増
額
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
歳
出
の
増
減
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
２
３
０
万
円
を
増

額
し
、
総
額
３
億
１
６
３
３
万
４

千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
入
は
町
債
７
２
２
０
万
円

な
ど
、
歳
出
は
公
債
費(

町
債
返

済)

で
す
。（
※
高
い
利
子
の
町
債

か
ら
、
低
い
利
子
の
町
債
に
借
り

換
え
を
し
ま
し
た
）

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

　
資
本
的
支
出
に
１
２
０
０
万

　
平
成
20
年
第
３
回
定
例
町
議
会
が
９
月
３
日(

水)

〜
12
日(

金)

ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た(

会
期

は
10
日
間)

。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
19
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
案
10
件
、
平
成

20
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
の
承
認
２
件
、
平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
議

案
15
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
認
定
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
議
会
定
例
会
は
現
議
員
で
の
最
終
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
、

今
期
で
引
退
す
る
山
田
五
良
町
長
に
町
議
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

円
を
増
額
し
、
支
出
合
計
８
４
０

２
万
３
千
円
と
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
用
途
は
、
公
共
下
水
道
の
管
路

布
設
工
事
に
伴
う
水
道
管
の
埋

設
工
事
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
山
内
地
区
浸
水
対
策
工
事(

そ
の

２)

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
の
結
果
、
㈱
鶴
見
製
作
所

(

和
歌
山
市)

と
１
億
１
７
０
７

万
５
千
円
で
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
谷
口
浄
水
場
急
速
ろ
過
機
設
置

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
の
結
果
、
磯
村
豊
水
機
工
㈱

(

大
阪
市)

と
１
億
１
６
４
万
円

で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
終
処
分
場
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

主　　　　　な　　　　　内　　　　　容
地域公共ネット網保守管理委託料200万円
公的年金特徴対応(エルタックス)導入委託費296万1千円 ほか
上南部保育所園舎改築工事請負費など6,100万円 ほか
人件費組替(※)による減　
小規模土地改良事業工事請負費800万円
みなべ100年の森育成管理業務委託料128万9千円　ほか
鶴の湯特別会計繰出金
４階建て町営住宅建替に伴う測量・設計業務等委託料1,610万円
住民会館解体撤去工事2,786万7千円　ほか
避難誘導灯設置工事費600万円、人件費組替による減214万円
森林体験指導委託料49万5千円　ほか
現年発生林業災害復旧工事請負費1,115万円　ほか
町債の繰上償還

項　　目
総 務 費

民 生 費
衛 生 費
農林水産業費

商 工 費
土 木 費

消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
歳出合計

補 　正　 額
1,309 万6 千円

6,281 万3 千円
△635 万円

1,428 万8 千円

117 万円
6,591 万8 千円

386 万円
169 万8 千円
1,152 万円

9,678 万1 千円
2億6,479 万4千円

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
の
結
果
、
㈱
池
田
土
木(

芝

崎)
と
１
億
４
０
５
９
万
５
千
円

で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
城
中
学
校
排
水
管
更
生
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
の
結
果
、
㈱
井
口
組(
西
本

庄)

と
１
億
６
０
５
万
円
で
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
財
団
法
人
み
な
べ

町
開
発
公
社
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
並
び
に
平
成
20
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
報
告
に
つ
い
て

　
同
開
発
公
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
投
票
時
間
は
朝
７
時
〜
夕
６
時
▲

　
投
票
日
当
日
に
用
事
が
あ
る
な
ど
の
方
は
、
期
日
前
投
票

が
10
月
１
日(

水)

か
ら
４
日(

土)

ま
で
、
朝
８
時
30
分
〜
夜
８

時
の
間
、
役
場
第
１
庁
舎
で
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

(

総
務
課
内
、
℡
72-

２
０
１
５)

へ
ど
う
ぞ
。

※

〔(※)人件費組替は、今年4月の職員人事異動に伴って項目間で行われました〕
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　8月31日(日)、第4回町体育協会杯少女キックベースボール
大会が晩稲グラウンドで行われました。3チームが出場して
リーグ戦の結果、梅の里Ａチームが優勝しました。
　梅の里Ａのメンバーは次の子どもたちです。
　津村知里、谷本優衣、山崎香奈、栗山紗月、植野晴菜、古田
加奈、真造沙也香、小山千晴、前田紀子、坂本萌々加、小倉ゆ
かり、樫山早歩　　　　　　　　　　　　　　　　〔敬称略〕

2 人の一座「ささぐり演芸」による歌
と踊りを楽しむ会がふれ愛センター
で行われました。昼夜とも大勢の皆
さんが詰めかけ、時間いっぱい笑い
が絶えませんでした。

「
顔
も
声
も
そ
っ
く
り
や
。歌
も
本
物
そ
の

ま
ま
や
！
」。つ
ど
い
で
は
、歌
手
の
小
林

幸
子
さ
ん
の
そ
っ
く
り
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、大
人
気
で
し
た
。

　平成20 年度元気！ふれあい長寿のつどいが9 月4 日(木)、5 日(金)の 2 日に
分けて紀州南部ロイヤルホテルで開催されました(対象は 7 5 歳以上の方)。
約 6 5 0 人の方が参加し、各地区婦人会の皆さんの接待で食事を味わったり、
バルーンパフォーマンス(風船ショー)や歌謡ショーを楽しんだりしました。

　
９
月
11
日(

木)

、
南
部
保
育
所
で
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一
緒
に

遊
ぼ
う
」が
あ
り
、園
児
た
ち
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
歌
や
ゲ
ー

ム
な
ど
で
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　9 月12 日(金)、愛之園保育園の年長さんたちが埴田
区内のひとり暮らしのお年寄り25 人のお宅を訪問し、
自分たちが作った梅干をプレゼントしました。

▲
梅
干
お
い
し
い
よ

　長寿の集いではたくさん写真を撮りました(デジタルカメラで撮影)。
そのデータを町内の小川スタジオ様(新町、℡72-2071)とミサキカメラ様
(片町、℡72-2323)に預けています。「そっくりさんと撮った写真がほしい」
というような方は直接、10 月末までにいずれかのお店で注文してください
(有料)。なお、ミサキカメラ様へ行く場合は前もって電話連絡が必要です。

　このほど、みなべ町出身で三重県在住の木下弘文さんがＡＥＤ( 自動体
外式除細動器) ３台を町へ寄贈してくれました。
　木下さんは山田町長と紀南農業学校時代(南部高校の前身)の同級生で、
「故郷への恩返しとして、そして長年故郷のためにがんばってきてくれた
山田町長へのねぎらいのために」と寄贈してくれたものです。
　なお、寄贈されたＡＥＤは、役場第1 庁舎、南部小学校、上南部小学校
へ配備されました。

　この会は同会実行委員会〔代表 井口喜代美

　8 月27 日(水)の昼夜、福岡県の母子 ふれ愛センター(夜の部)で

ときわ寮梅の里で

　「ご長寿おめでとうございます。これからもつつがな
く達者でお過ごしください」。
　9 月18 日(木)、町は95 歳以上のお年寄り43 人のお宅
などを訪問し、記念品を手渡して長寿を祝いました。
対象は大正3 年 4 月 1 日以前生まれの方で、全員で5 4
人いらっしゃいます。また、そのうち1 0 0 歳以上の方
は9 人です。
写真は介護老人福祉施設「虹」(埴田)で

　このほど民生委員児童委員さんの印であるワッペンができました。ワッペン
は黄色で、「民生委員児童委員・主任児童委員」の字と県警のマスコットマーク
「きしゅう君」が施されています。民生委員児童委員さんが町内のお家を訪問す
るときこのワッペンを付けていきます。
　民生委員児童委員さんは、生活、介護、子どもの問題など親身に相談にのっ
てくれます。また行政との橋渡しもしてくれます。困ったら、まず地域の民生
委員児童委員さんにご相談ください。 写真は東吉田地区担当委員、中川博美さん

　9月16 日(火)、9 月22 日(月)から青年海外協力隊員としてフィ
ジーへ派遣される岡本知子さん(北道)が、独立行政法人国際
協力機構(JICA)の職員と共に、山田町長を表敬訪問しました。
　岡本さんは「美術に関する仕事に携わりたいという念願が
かなった。精いっぱいがんばってきます」とあいさつしまし
た。フィジーでは教育省に配属され、2 年間、現地の小学生
たちに絵画や図工を、また教員にも美術の指導方法を教える
そうです。 岡本さんは左から２人目

▲

▲

さん( 西本庄) 〕が昨年に続いて開催したもので、昼の
部にはデイサービスを利用しているお年寄りを招待し
ました。また、一座は前日、特別養護老人ホームとき
わ寮梅の里へもボランティアで慰問してくれました。

▼
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●銀河祭りのふたり(杉本章子)●
かささぎ(ｼﾞｪｰﾑｽ三木)●老嬢は
今日も上機嫌(吉行和子)●老魔
法使い(F･ｸﾗｳｻﾞｰ)●あの戦争か
ら遠く離れて(城戸久枝)●日本
で最も美しい村(佐伯剛正)●防
災・救急に役立つロープワー
ク(羽田道信)●どうしたの？産
後ママのからだ相談室(大鷹美
子)●材料使いきり、便利なお
かず(ﾍﾞﾀｰﾎｰﾑ協会)●人生、成り
行き－談志一代記(立川談志)

　くろねこのメメがおかあさ
んになりました。すえっこの
チョビは、いたずらだいすき。
ドジばっかりで、いうことは
ちっともききません。メメは
ためいき…。おかあさんにな
ると、いろいろあるんだなあ。

上南部分館・大人向け
●アキレスとカメ(吉永良正)●
役に立たない日々(佐野洋子)
●ぼくは落ち着きがない(長島
有)

　大阪名物、太郎さんの自叙
伝。カニ道楽のカニやんが温
泉へ行ったと聞いて、自分も
カニを食いに温泉へ行き、「大
阪二大スターが失踪！」と騒
がれたり。心斎橋・宇治園の
おかめちゃんとお見合いした
り。波乱万丈の59年でした！

ゆめよみ館・大人向け
上南部分館・子ども向け
●山に木を植えました(スギヤ
マカナヨ)●すべての犬に里親
を(今西乃子)●ほとばしる夏
(Ｊ･ｺﾝﾘｰ)

　写真家が能登に住む93歳の
祖父と家族の日常を10年間撮
影した写真集。著者自慢のお
じいちゃんはポーズを決めた
り、不意をつかれたり。ユニー
クな写真に思わず笑みがこぼ
れます。家族のあたたかさを
感じる１冊です。

写真集 じいちゃんさま

梅 佳代(リトル・モア)

ゆめよみ館・子ども向け
●いちばんさいしょの算数
1.2(橋本治)●美しいハンナ姫
(ｹﾝｼﾞｮｼﾞｰﾅ)●親子でわかる！
科学おもしろＱ＆Ａ●バロ
チェとくまのスノウト(ﾔﾊﾃﾝﾍﾞ
ﾙﾌ)●復讐プランナー(あさのあ
つこ)●駅名漢字クイズ120(坂
正博)●ホネホネたんけんたい
(西澤真樹子監修)●ＰＴＳＤっ
てなに？(ｼﾝﾌﾟｿﾝ)●わたしの
いるところ(菅原優子)

(生涯学習センター内)

く
い
だ
お
れ
太
郎
の

つ
ぶ
や
き

くいだおれ太郎
　　(マガジンハウス)

ち
び
ね
こ
チ
ョ
ビ

角野栄子(あかね書房)

 4日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
 6日(月) 休館
 9日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
11日(土) おはなし会(14:00 ～)
13 日(月) 休館(体育の日)
14日(火) 休館
18日(土) おはなし会(14:00 ～)
20日(月) 休館
23日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
25日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
27日(月) 休館
31 日(金) 休館(月末整理日)
11月1日(土) わくわくタイム(10:
　30～)、おはなし会(14:00～)
11月3日(月) 文化の日・特別開館日
11 月4日(火) 休館

　秋はなんといっても食べものがおいしいとき。
やさい、くだもの、パン、ふりかけ、ほかにも、こ
んなにたくさん、おいしい本がありました！

　源氏物語が生まれてちょうど１千年。源氏物語
のほか、平安時代の文化や生活にふれていただけ
る本を紹介します。

　「へー、これはあの子の作品か」、
この夏に生まれた作品ばかりです。
みんなで見に来てください。

●10月2日(木)～4日(土)
　　　上南部分館で
●10月7日(火)～12日(日)
　　　ゆめよみ館で

　ゆめよみ館で
は毎月第2・第4
木曜日の午前、
小さいお子さん
と保護者の方を
対象に「ちいさ
いひとのための
おはなし会」を開いています。絵本を読んだり、手遊
びをしたり…。ひとときをお子さんと一緒にゆったり
過ごしませんか。会での交流も楽しいですよ。
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町
営
住
宅
入
居
希
望
世
帯
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

世帯の月収要件

世帯員の合計月収
が 200,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 268,000円)以下

家賃(月額)

19,000～
 31,500円

募 集
戸 数

１戸

駐車場

有

入居対象
世帯員数

４人以上

裁量階層とは、◎世帯員全員が51歳以上である世帯、ま
たは申込者本人が52歳以上で同居親族が18歳未満であ
る世帯、◎障がいの程度が身体障害者手帳１～４級所
持者と同程度の方がいる世帯、◎同居親族に小学校就
学前の子どもがいる世帯、などをいいます。

所在地 種別 建設
年度 構 造

猪 野
(東部)

公営 平 成
５ 年

木 造 ２ 階 建

■

間 取

４ＤＫ
(74.97㎡）

〔※所在地は、猪野山桜並木登り口、向かって右
側の団地内〕

■①
１
年
以
上
町
内
に
、
住
所
が

あ
る
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族(

結
婚
予

定
者
含
む)

が
い
る

③
世
帯
員
全
員
に
市
町
村
税
の

滞
納
が
な
い

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る

⑤
入
居
契
約
時
の
敷
金(

家
賃

３
か
月
分)

と
毎
月
の
家
賃
が

払
え
る

⑥
世
帯
員
の
中
に
暴
力
団
員
が

い
な
い

■①
▽
入
居
申
込
書
、
▽
現
在
住

ん
で
い
る
家
屋
の
間
取
り
な
ど

を
町
が
調
査
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
書
、
▽
暴
力
団
員
で

は
な
い
か
の
照
合
に
関
す
る
同

意
書
、
▽
誓
約
書
（
こ
れ
ら
の

用
紙
は
第
２
庁
舎
・
建
設
課
、
ま

た
は
第
１
庁
舎
・
住
民
環
境
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
世
帯
員
全
員
の
平
成
20
年
度

所
得
証
明
書
（
乳
幼
児
〜
高
校

生
は
除
く
）　

④
世
帯
員
全
員
の
平
成
19
年

度
・
20
年
度
市
町
村
税
納
税
証

明
書
（
同
右
）　

⑤
そ
の
ほ
か
町
が
必
要
と
す
る

書
類
（
就
労
証
明
書
、
婚
約
証

明
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
コ

ピ
ー
、
退
職
証
明
書
、
現
在
ア

パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
方
は
そ

の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

く
わ
し
く
は
建
設
課
へ)

■　
10
月
１
日(

水)

〜
10
日(

金)
　
　 

　
　
　
　（
土
・
日
除
く
）

■　
第
２
庁
舎
・
建
設
課

（
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
な
ど
で

建
設
課
ま
で
行
け
な
い
と
い
う

方
は
、
電
話
な
ど
で
建
設
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

■　
募
集
締
め
切
り
後
、
選
考
委

員
会
で
審
査
を
行
い
、
優
先
入

居
の
有
無
、
ま
た
、
抽
選
対
象

世
帯
な
ど
を
決
め
ま
す
。
優
先

入
居
が
無
い
場
合
、
抽
選
対
象

世
帯
に
よ
る
公
開
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※
申
し
込
み
資
格
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
や
、
提
出
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出
前
に

建
設
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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学
校
法
人
・
白
梅
幼
稚
園(

晩

稲)

も
、
左
記
の
通
り
来
年
度
入

園
希
望
児
を
募
集
し
ま
す
。

◆

(

３
歳
児)

20
人
程
度

（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
も
、
随
時
入
園
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
）

(

４
歳
児)

20
人
程
度

(

５
歳
児)

20
人
程
度

◆

　
来
年
１
月

末
ま
で

　
町
内
の
各
保
育
所(

園)

と
幼
稚
園
が
、
来
年
度
入
所(

園)

希
望

児
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
入
所(

園)

を
希
望
さ
れ
る
お
う
ち
の
皆
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
度
、
町
立
小
学
校

へ
の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学

時
健
康
診
断(

内
科
・
歯
科
・
知

能
検
査
な
ど)

を
次
の
通
り
行

い
ま
す
。

◆

↓
平
成
14
年
４
月

２
日
〜
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆●
南
部
小
学
校
（
67
人
）　

　
10
月
21
日(

火)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
岩
代
小
学
校
（
10
人
）

　
10
月
29
日(

水)
　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
上
南
部
小
学
校
（
50
人
）

　
　
11
月
５
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

●
清
川
小
学
校
（
12
人
）　

　
11
月
５
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
15
分
〜

●
高
城
小
学
校
（
16
人
）　

　
11
月
19
日(

水)

　
　
受
付 

午
後
１
時
〜

　
　〔( )

内
は
８
月
１
日
現
在

　
　
の
新
入
学
予
定
児
童
数
〕

　
く
わ
し
く
は
教
育
学
習
課
へ
。

(

新
入
学
予
定
児
童
の
お
家
へ

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す)

◆

（
平
成
15
年
４
月
２
日

〜
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
35
人
程
度
（
在
園
児
除
く
）

（
平
成
16
年
４
月
２
日

〜
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
８
人
程
度
（
在
園
児
除
く
）

（
平
成
17
年
４
月
２
日

〜
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
20
人

※
募
集
人
員
を
超
え
た
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆

　

 

　
10
月
６
日(

月)

〜
24
日(

金)

◆◇
南
部
幼
稚
園

　（
片
町
・
℡
72-

２
３
５
８
）

◇
教
育
学
習
課

　（
谷
口
・
℡
74-

２
１
９
１
）

※
入
園
願
書
は
南
部
幼
稚
園
、

教
育
学
習
課
、
住
民
環
境
課
窓

口
、
高
城
公
民
館
、
清
川
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。

◆

　
入
園
料
必
要(

３
０

０
０
円)

。
就
園
奨
励
費
制
度

有
。
降
園
後
の
預
か
り
保
育
有
。

〔
預
か
り
保
育
↓
年
中
・
年
長
児

対
象
。
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の

保
育
終
了
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
。
費
用
は
別
途
必
要
。
４
月

と
長
期
休
業
中
は
未
実
施
〕

◆　
小
学
校
入
学
前
ま
で
で
、

●
お
う
ち
の
人
全
員
が
昼
間
外

に
働
き
に
行
っ
て
い
る
、
●
お

う
ち
の
人
が
家
に
い
る
が
、
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
、

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
だ
け
で

は
保
育
が
難
し
い
お
子
さ
ん

◆◇
南
部
保
育
所

　（
東
吉
田
・
℡
72-

４
５
２
０)

◇
上
南
部
保
育
所

　（
東
本
庄
・
℡
74-

３
０
２
２)

◇
高
城
保
育
所

　（
広
野
・
℡
75-

２
０
４
４)

◇
清
川
保
育
所

　（
清
川
・
℡
76-

２
２
５
１)

◇
愛
之
園
保
育
園

　（
埴
田
・
℡
72-

２
３
７
１)

◇
ひ
か
り
保
育
所

　（
東
岩
代
・
℡
72-

３
０
１
９)

◆　
10
月
６
日(

月)
〜
24
日(

金)

◆◇
入
所(

園)

申
込
書

◇
就
労
証
明
書

※
申
込
書
や
募
集
案
内
書
な
ど

は
左
記
の
申
し
込
み
先
に
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆◇
各
保
育
所

◇
役
場
第
１
庁
舎(

芝)

・
第
２

庁
舎(

谷
口)

の
住
民
環
境
課
窓

口◆◇
第
１
庁
舎
住
民
環
境
課

　
　
　
　(

℡
72-

２
１
６
１)

◆

　
学
校
法
人
・

白
梅
幼
稚
園
（
℡
74-

３
２
３

１
、
Fax
74-

８
０
１
６)

◆

　
入
園
料
は
不
要
で
す
。

私
立
就
園
奨
励
費
制
度
が
あ
り

ま
す
。

◇
休
園
日
　
日
曜
日
、
祝
日
、
第

２
・
第
４
土
曜
日
、(

長
期)

春
・

夏
・
冬
休
み

◇
保
育
時
間
な
ど
　
▽
朝
８
時

ご
ろ
開
門
〜
降
園
は
午
後
３
時

(

土
曜
日
は
午
前
11
時)

、
▽
降

園
後
の
預
か
り
保
育
有(

午
後
４

時
ま
で)

、
▽
給
食
有(

副
食
の

み)

。



　
ま
た
、
食
用
油
の
廃
食
油
の

回
収
を
、
11
月
14
日(

金)

か
ら
17

日(

月)

ま
で
町
内
各
所
で
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
回
収
も
、
く
わ
し

く
は
広
報
11
月
号
と
一
緒
に
お

届
け
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
行
政
相
談
は
、
行
政
機
関
が

行
う
仕
事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
「
困
っ
て
い
る
」「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
こ
と
の
相
談

を
受
け
る
も
の
で
す
。
町
で
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
毎
月
、
人
権
相
談
、
登

記
相
談
（
随
時
）
と
合
同
で
、
行

政
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
日
は
、
広
報
「
暮
ら
し

の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
町
内
一
斉
放

送
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、10
月
は
、行
政
・
人
権
・

　
町
は
、
11
月
10
日(

月)

か
ら
16

日(

日)

ま
で
、
町
内
各
所
で
家
庭

の
粗
大
ご
み
や
使
え
な
く
な
っ

た
農
機
具
類
の
有
料
拠
点
回
収

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

登
記
相
談
を
、
10
日(

金)

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
ま
で
役
場

第
１
庁
舎
で
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
週
間
中
の

10
月
23
日(

木)

に
も
、
高
城
公
民

館
と
清
川
公
民
館
で
行
政
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い(

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
ま
で)

。

　
10
月
１
日(

水)

〜
７
日(
火)
は

公
証(

公
正
証
書)

週
間
で
す
。

　
公
正
証
書
は
、
公
的
機
関
で

あ
る
公
証
人
が
か
か
わ
っ
て
内

容
を
十
分
検
討
し
、
法
律
的
に

適
合
し
た
公
文
書
で
す
。

　
遺
言
書
や
、
土
地
・
建
物
や

金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
年

金
分
割
、
養
育
費
や
慰
謝
料
な

ど
の
契
約
書
は
、
ぜ
ひ
公
正
証

書
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

原
本
は
公
証
役
場
で
厳
重
に
保

管
さ
れ
ま
す
の
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
紛
失
し
た
り
偽
造
さ

れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
田
辺
公
証
役
場(

田
辺
市
下

屋
敷
、
℡
22-

１
８
７
３)

で
は
、

毎
日(

土
・
日
、
祝
日
除
く)

、
無

料
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
10
月
10
日(

金)

の
行

政
・
人
権
・
登
記
相
談
日
に
、
田

辺
公
証
役
場
の
公
証
人
、
崇
嶋

良
忠
さ
ん
も
相
談
を
受
け
て
く

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

漁業センサスについて、くわしく
は総務課統計係へお問い合わせく
ださい。
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臓
器
移
植
は
、
皆
さ
ん
の
命

へ
の
優
し
さ
と
お
も
い
や
り
の

あ
る
臓
器
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
ち
ま
す
。
皆
さ
ん
が
意

思
を
示
す
こ
と
で
助
か
る
命
が

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
の
上
、
意

思
表
示
カ
ー
ド
・
シ
ー
ル
に
ご

自
身
の
意
思
を
表
示
し
て
携
帯

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
カ
ー
ド
・
シ
ー
ル
は
保
健
福

祉
課(

役
場
第
１
庁
舎)

、
ふ
れ

愛
セ
ン
タ
ー(

東
本
庄)

、
田
辺

保
健
所(
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘)

な

ど
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
県
庁
難
病
・
感

染
症
対
策
課(

℡
０
７
３-

４

４
１-

２
６
４
０)

へ
。

　
目
が
疲
れ
る
、
か
す
む
、
も

の
が
よ
く
見
え
な
い
、
充
血
す

る
、
視
野
が
狭
く
な
っ
た
な
ど

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
重
要
で
す
。
愛
護

デ
ー
を
機
会
に
目
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
ま
せ
ん
か
。

　「
愛
と
健
康
の
贈
り
も
の
」。

も
し
あ
な
た
が
死
後
の
献
眼
登

録
を
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
視
覚

障
害
に
悩
む
人
が
角
膜
移
植
を

受
け
て
視
力
を
回
復
で
き
ま
す
。

　
献
眼
登
録
に
つ
い
て
お
問
い

合
わ
せ
は
、(

財)

県
角
膜
・
腎
臓

移
植
推
進
協
会(

℡
０
７
３-

４
２
４-

７
１
３
０)

へ
。

　
労
働
保
険(

労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称)

は
労
働
者
を

守
る
た
め
の
保
険
で
す
。

　
事
業
主
は
労
働
者
を
１
人
で

も
雇
用
す
れ
ば
労
働
保
険
に
加

　種目や参加申し込み方法などくわしくは、この広報紙と一緒
にお届けした要項をご覧ください。または教育学習課へ。

お問い合わせは
　教育学習課(℡74-3134)へ

陸上競技の部のみ
10月26日(日)開催( )

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
と
い
う
事
業
主
は
労
働
基

準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
最
寄
り
は
、
田
辺
労
働
基
準
監

督
署
（
℡
22-

４
６
９
４
）、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺
（
℡
22-

２
６

２
６
）〕

　
和
歌
山
労
働
局
で
は
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、

労
働
条
件
の
変
更
や
解
雇
な
ど

職
場
の
様
々
な
労
働
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
な
ど
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　
労
働
者
と
事
業
主
の
間
の
紛

争
に
つ
い
て
は
、「
紛
争
調
停
委

員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
」
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
個
別
労
働
紛
争
の
未
然
防

止
や
自
主
的
解
決
促
進
の
た
め
、

情
報
の
提
供
や
助
言
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
和
歌
山
労

働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

(

℡
０
７
３-

４
２
２-

３
２
３

３)

、
ま
た
は
田
辺
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー(

℡
22-

４
６
９

４)

へ
。

　
鶴
の
湯
温
泉(

熊
瀬
川)

が
、

町
民
と
そ
の
同
伴
者
を
対
象
に
、

10
月
17
日(

金)

ま
で
、
手
ご
ろ
な

料
金
で
泊
ま
れ
る
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す
。

(

但
し
、
土
曜
日
と
、
祝
日
の
前

日
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、
火
曜

日
は
定
休
日
で
す)

　
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は

同
温
泉(

℡
75-

２
１
８
０)

へ
。

　
ま
た
、
10
月
20
日(

月)

は
機
械

設
備
保
守
点
検
の
た
め
、
温
泉
、

宿
泊
施
設
と
も
臨
時
休
館
し
ま

す
。
な
お
、
翌
21
日(

火)

は
定
休

日
に
な
り
ま
す
。

　
９
月
に
入
っ
て
、
紀
北
で
医

療
費
の
還
付
金
詐
欺
が
続
発
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
社
会
保
険

庁
職
員
を
名
乗
っ
て
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
「
０
１
２
０-

７
５

７-

８
２
２
」
へ
か
け
る
よ
う
指

示
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
う

ま
い
話
な
ん
て
め
っ
た
に
あ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
れ

ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

　～ふれ愛センター～
10月2日(木)・16日(木) 13:30～15:00

(社会福祉センター)
10月3日(金)・10日(金)・17日(金)・24日(金)・31日(金)

18:00～21:00

13:00～13:3010 月7 日(火)

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
(平成19年2月・3月生まれ)

上南部保育所(℡74-3022)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)

８日(水)10:00～11:00
24日(金)10:00～11:00
24日(金)13:00～14:00

（おみこし・獅子舞など）

南部保育所(℡72-4520)16日(木)10:00～11:00

13:00～13:3010月15日(水)

対象のお子さんには案内状(予診票同封)を送ります。
(７歳半までで未接種のお子さんも接種してください)

 8:30～11:00晩稲会場前→12:00～14:00井口
　食品㈱様前→14:30 ～17:00 ふれ愛センター

　　献血の際、恐れ
　入りますが、献血カードか、本人であることを証明で
　きるもの(運転免許証など)をご持参ください。

４ か 月 児 健 診
(平成20年6/6～6/30生まれ)

(南部ライオンズクラブ・町共催)

13:00～13:3011 月4 日(火)
４ か 月 児 健 診
(平成20年７月生まれ)

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

10月22日(水) 13:00～13:20Ｂ Ｃ Ｇ

対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得
　ない場合は１歳まで)

10月30日(木) 13:00～13:20
対象　平成19年8月・9月生まれのお子さん

麻しん風しん混合(1 期)

南部保、高城保、清川保が６日
上南部保が７日

　古くて新しい病気、結核は、咳やくしゃみによって結核
菌が人から人に空気感染する病気です。もし、あなたが罹
患しているのに知らないままでいると、周りの人たちにも
伝染してしまう恐れがあります。早期発見が大変重要です。
　また、新たな患者の半数近くは、若いころ結核流行時を
経験した65歳以上の高齢者です。高齢者の皆さん、「自分
は大丈夫」と過信せず、この機会にぜひ受診してください。
　なお、肺がん検診は40歳以上から受診できます。
　レントゲンバスの巡回場所や時間などは、この広報紙と
一緒にお届けしたチラシをご覧ください。なお、すでに医
療機関やミニドックで胸部レントゲンを受診した方は、今
回の受診は必要ありません。

　10月と11月、医療機関(北道、出口産婦人科)で受診でき
る子宮検診を実施します。(自己負担1,200円が必要です)
　対象は20歳以上で、偶数歳(2で割り切れる年齢)の方で
す。今年度初めに受診を申し込んだ方、また、ミニドック
での検診を申し込んだが受診しなかった方に問診票を送り
ますので受診してください。

　脱メタボを目指してがんばる方のために、和歌山市など
でインストラクターとして活躍している舩山さんが、10月
1日(水)～12月3日(水)の2か月間、ウオーキングのコツから
ソフトダンスまで全10回、楽しく教えてくれます。
　参加して運動する習慣がつき、しかも踊っているうちに
痩せられるかも…。（全回とも、7時から腹囲・体組成計測
定、7時30分から運動を行います）

　デｭーク更家さんの弟子で県内で唯一の公認スタイリス
ト、近藤知名美さんが、トルソー・腕絞り・肩回しのデｭー
ク師匠 ３種の神器を伝授してくれます！大勢のご参加を
お待ちしています。(申込不要。動きやすい格好でおいで
ください。タオル・飲み物・上靴をお忘れなく)

7 日は、上南部中3 年生が思春期体験学習で健診
のお手伝いをします。(9 月19 日に実施予定でし
たが台風のため延期になりました）

※
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■■■■■
●10日(金)13:30～15:30
●役場第1 庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
◆登記相談(和歌山地方法務局
　田辺支局職員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 23 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

◆休日年金相談窓口開設→
　 毎週土・日(9:30～16:00)
　　ねんきん特別便について
　　のみ相談を受けます。
◆平日は19:00まで年金相談窓
　口受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■清川保、避難訓練
■ひかり保、避難訓練
■岩代小、開校記念式典

■南部保、絵本の読み聞かせ
■高城保、中学生が保育体験
■白梅幼、避難訓練(火災想定)
■岩代小、第133回開校記念日
■南部郷陸上競技大会(町内小
学5・6年参加)
■南部中、TAIM全校発表会
■こひつじランドつどいのひろば・
きらきら(10:00～・愛之園保)
■１歳６か月児健診(H19年2月・3
月生まれ)(13:00～･ふれ愛センター)

■上南部保年長、木工教室
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■南部中3年、出前授業(祭礼に
ついて)
■４か月児健診(H20年6/6～6/
30生まれ)(13:00～･ふれ愛セン
ター)(※上南部中3年生が思春
期体験学習で健診のお手伝いを
します)

■南部保、おひさま広場(保育所
開放)・ミニミニ運動会(10:00～)
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■ひかり保、遠足( アドベン
チャーワールド)
■高城小、通学合宿(～18日)
■上南部中、進路説明会
■県学力診断テスト(小4・5年、
中1・2年対象)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■上南部保、運動会
■南部幼、園開放講座(ともだち
いっぱいつくろう)

■南部中1・2年、遠足
■上南部保、おひさま広場(保
育所開放)・お祭りごっこ(10:00
～)
■こひつじランド星の子広場(0
～1 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)／マタニティサロン(13:30
～･愛之園保)

■県開設 こうのとり相談(15:30
～17:30・田辺保健所) (不妊に
悩んでいる方の相談を専門医師
がお受けします。毎月2回開催。
事前予約必要。予約＆問合は田
辺保健所℡22-1200 内線672へ)

■上南部小6年、修学旅行(～24
日)
■上南部小1～5年、社会見学
■胸部検診レントゲンバス巡回
(・23日)(場所や時間などは、広
報紙と一緒にお届けしたチラシ
をご覧ください)
■ＢＣＧ予防接種(生後3か月以
上6か月未満のお子さん)(13:00
～･ふれ愛センター)

■高城小、避難訓練
■上南部中、避難訓練・防災学習
講演会
■南部小、来年度新入学予定児
就学前健診(受付13:00～)

■高城保・清川保、おひさま広
場(保育所開放)・お祭りごっこ
(10:00～)
■愛之園保すみれ組、日高広域
消防南部出張所見学
■岩代小3年、スーパーマーケッ
ト見学

■高城保、園外保育(高城天宝神
社)
■高城小PTA、親睦スポーツ大会
(19:00～)

■上南部保、親子遠足(アドベン
チャーワールド)
■愛之園保すみれ組、介護老人
福祉施設「虹」訪問
■南部小・岩代小、合同芸術鑑賞
■高城小、薬草仕分け
■行政相談(13:30～・高城公民
館＆清川公民館)
■県による巡回職業相談(13:30
～・南部公民館)
■デューク更家直伝ウオーキン
グに挑戦！(16:30～18:00・ふれ
愛センター)

■南部保、キノピー教室
■南部幼年長、電車体験
■県開設 こうのとり相談(15:
30～17:30・田辺保健所)

■町長選挙・町議会議員一般選
挙期日前投票受付開始(～４日/
8:30～20:00・役場第1庁舎で)
■町営住宅入居希望世帯募集
(～10日)(くわしくは11ページに)
■南部幼、避難訓練(火災)
■ひかり保、絵本読み

■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)

■南部小2・4・5年、社会見学
■麻しん風しん(1期)予防接種
(H19年8月・9月生まれ)(13:00
～･ふれ愛センター)

■上南部保、ふれあい運動会

無 料
秘密厳守( )

■高城保、いもほり
■ (南部ライオンズクラブ・町
共催)(8:30～11:00晩稲会場前/
12:00～14:00井口食品㈱様前/
14:30～17:00ふれ愛センター)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい＆よちよち(10:00
～・ふれ愛センター)
■人権・行政・登記相談(＆公証
人による相談会もあります)(13:
30～・役場第1庁舎)

■愛之園保、避難訓練
■南部幼、遠足(新庄公園)

■南部保、運動会
■南部中吹奏楽部、ファミリー
コンサート(14:00～・南部中体
育館)

■南部保・上南部保、避難訓練
(火災想定)
■高城保、避難訓練(日高広域消
防本部から消防士と消防車が来
てくれます)
■高城小、社会見学
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･ふれ愛センター)
■高城中、本物の芸術(名古屋
フィルハーモニー交響楽団)鑑賞
(13:30～)

■高城小・中、合同運動会
■清川保・小・中、合同運動会

■南部幼、祖父母園訪問
■清川小・中PTA、合同研修会(太
鼓演奏会)(19:30～・清川小)

■大展覧会(～3日・生涯学習セ
ンター＆南部公民館)
■第3回みなべ町スポーツ大会
(町内各会場)

■愛之園保、ファミリー運動会

町長選挙・町議会議員一般選挙
投開票日
(投票：7:00～18:00・町内各投
票所/開票：20:00～・ふれ愛セ
ンター)

　町県民税(普通徴収3
期)/国民健康保険税(普通徴収
4期)/ 介護保険料(普通徴収4
期)/後期高齢者医療保険料(普
通徴収4期)

■南部保、親子遠足
■こひつじランド第6回育児講
座・新庄公園へピクニック

■愛之園保、おじいちゃん・おば
あちゃんとのお掃除大作戦(eco
孫爺)
■南部小1・3・6年、社会見学
■清川小、不審者想定避難訓練
■南部中、TAIM代表者発表会
■こひつじランド星の子広場(0
～1 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■岩代小、来年度新入学予定児
就学前健診(受付13:00～)

■高城文化展・菊花展(～3日・
高城公民館)(予定)
■清川文化展(～3日・清川公民
館)(予定)
■愛之園保、おじいちゃん・お
ばあちゃんとおもちつき大会

■第3回みなべ町スポーツ大会・
陸上競技の部(町民グラウンド)

■町内各保育所・南部幼稚園、
来年度入所(園)希望園児募集
(～24日)(くわしくは12ページに)

◆緑の募金
◆自動車点検整備推進運動強
化月間
◆体力つくり強調月間
◆食生活改善普及月間
◆仕事と家庭を考える月間
◆臓器移植普及推進月間
◆木づかい推進月間
◆環境にやさしい買い物キャ
ンペーン
◆里親を求める運動

◆麻薬・覚せい剤乱用防止運
動(～11月30日)
◆共同募金運動(～12月31日)
◆間伐推進強化月間(～11 月
30日)
◆３Ｒ(ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ)推
進月間
◆情報化月間
◆工業標準化月間
◆土地月間
◆都市緑化月間
◆住生活月間

◆ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｸﾘｰﾝ･ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
◆全国･自然歩道を歩こう月間

◆「法の日」週間(1～7日)
◆公証週間(1～7日)

◆全国労働衛生週間(1～7日)
◆古紙リサイクル週間(5～11日)

◆全国地域安全運動(11～20日)
◆40歳からの健康週間(13～19日)

◆薬と健康の週間(17～23日)
◆秋の行政相談週間(20～26日)

◆法の日 ◆福祉用具の日
◆浄化槽の日

◆国際協力の日
◆登録の日

◆国際防災の日 ◆目の愛護デー ◆安全・安心なまち
　づくりの日

◆石油機器点検の日

◆製品安全点検日
◆鉄道の日

◆統計の日

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線

◆原子力の日

■南部幼、運動会
■白梅幼、運動会

11月3日(月)、文化の日は、
図書館「ゆめよみ館」の特
別開館日です

◆都市景観の日
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みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/ 広報みなべは再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

８月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

８月中の異動
出生
死亡
転入
転出

(－ 3人）
(－11人）
(－14人）
(＋ 2世帯）

  6,976人
  7,586人
 14,562人
4,725世帯

14人
15人
21人
34人

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

112/129(86.8%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
213/260(82.0%)
107/129(82.9%)
39/ 77(50.6%)
200/264(75.8%)
138/364(37.9%)

(前月比＋1)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋2)

公共下水 914/約1,800(50.8%)(前月比＋4)

農

業

集

落

排

水

(件)(8月31日現在)

　8月23日(土)、24日
( 日)と香川県で開催
された第2 回全国中
学生少林寺拳法大
会・女子団体演武の

おわびと訂正
　広報９月号でお知らせした全日本少年武道(少林寺拳法)錬
成大会結果の紹介で、〈小学4級〉の入賞者、小谷啓介・沖
見史哉組の名前が漏れていました。おわびして追加します。

部で、少林寺拳法南部支部の拳士チームが見事2 位
に入賞しました。メンバーは次の皆さんです。
　沖見祐紀(南中2 年)、鈴木しおり(同)、西山千香
(上中2 年)、西畑友里恵(南中1 年)、﨑山晴佳(上中
1 年)、谷川実芳(同)　　　　　　　　　〔敬称略〕
　なお、沖見・鈴木組は女子組演武の部でも12 位に
入賞しました。

　このほど和歌山地方法務局と県人権擁護委員連合
会が県内の小学校を対象に行った第26 回人権の花運
動で、高城小学校が優秀賞を、清川小学校が奨励賞
を受賞しました。（応募は9 6 校、そのうち最優秀賞
5 校、優秀賞37 校、奨励賞54 校）
　なお、昨年は、清川小学校が優秀賞を、高城小学
校が奨励賞を受賞しました。

優秀賞を受賞した高城小学校の子どもたち

奨励賞を受賞した清川
小学校の子どもたち
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